
天
桂
派

伝
法
儀
規

に
つ
い
て

天
桂
派

伝
法
儀
規

に
つ
い
て

│
│
附
録
・
天
桂
派

伝
法
儀
規

翻
刻
資
料
│
│

菅　

原　

研　

州

キ
ー
ワ
ー
ド
：
近
世　

曹
洞
宗　

伝
法　

天
桂
伝
尊

　

本
論
は
、
江
戸
時
代
の
曹
洞
宗
の
学
僧
・
天
桂
伝
尊
（
一
六
四
八
〜
一
七

三
五
、
以
下
、
天
桂
）
に
係
る

傳

儀
䂓
（
以
下
、
伝
法
儀
規

と
表

記
）
に
つ
い
て
検
討
結
果
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
天
桂
は
、
江
戸
元

禄
期
に
行
わ
れ
た

宗
統
復
古
運
動

の
帰
結
や
、
そ
の
推
進
者
と
な
っ
た

卍
山
道
白
（
一
六
三
六
〜
一
七
一
五
）
に
対
し
、
舌
鋒
鋭
く
批
判
し
た
が
、

そ
の
結
果
、
あ
る
種
の
異
端
扱
い
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現

在
で
は
、
そ
の
思
想
が
研
究
対
象
と
な
り
、
評
価
も
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

今
回
は
天
桂
に
因
む

伝
法
儀
規

を
採
り
上
げ
る
が
、
こ
れ
は
広
く
、

宗
門
に
お
け
る
伝
法
・
嗣
法
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
天
桂
の
伝
法
・
嗣
法

観
に
つ
い
て
は
、
主
な
も
の
と
し
て
以
下
に
掲
げ
る
研
究
成
果
を
挙
げ
て
お

き
た
い
。

　

・
鏡
島
元
隆

天
桂
伝
尊
の
思
想

天
桂
派
下
の
思
想
、
と
も
に

道

元
禅
師
と
そ
の
門
流

所
収

　

・
黒
丸
寛
之
（
一
）
嗣
法
論
の
展
開
、
曹
洞
宗
宗
学
研
究
所

道
元
思

想
の
あ
ゆ
み
（
三
）

一　

近
世
に
お
け
る
道
元
禅
の
展
開

所
収

　

・
志
部
憲
一

天
桂
伝
尊
の
研
究

Ｈ
第
六
章　

嗣
法
論

　

な
お
、
天
桂
派
の

伝
法
儀
規

を
扱
う
け
れ
ど
も
、
従
来
の
研
究
で

は
、
天
桂
が
卍
山
系
統
に
よ
る
儀
規
を
重
視
し
た
嗣
法
観
を
批
判
し
た
こ
と

は
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
天
桂
に

伝
法
儀
規

が
あ
っ
た
こ
と

を
前
提
に
論
を
進
め
る
場
合
は
見
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
今
回
は
天
桂
派

伝
法
儀
規

を
紹
介
し
つ
つ
、
そ
れ
が
天
桂
の
思
想
の
内
に
位
置
付
け
る

こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

今
回
紹
介
す
る
天
桂
派

伝
法
儀
規

は
、
筆
者
が
令
和
四
年
夏
頃
に
入

手
し
た
、
鳥
取
県
洞
禅
寺
旧
蔵
資
料
群
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

一
、
部
数　

一
部

　
　

一
、
料
紙　

楮
紙

　
　

一
、
大
き
さ　

縦

㎝

横

㎝

　
　

一
、
装
丁　

巻
子
本

　
　

一
、
題
目　

傳

儀
䂓
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内
容　

傳

儀
䂓

　
　
　
　
　
　
　

傳

内
指
南

　
　

一
、
行
字
数　

毎
行
一
二
字

　
　

一
、
書
写
年　

不
明

　
　

一
、
筆
記
者　

不
明

　
　

一
、
所
蔵
者　

旧
蔵
・
洞
禅
寺

　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
・
菅
原
研
州

　

全
体
と
し
て
、
非
常
に
小
さ
な
巻
子
状
と
な
っ
て
お
り
、
実
際
の
儀
規
を

行
う
上
で
は
、
師
資
で
袖
中
に
持
参
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ

う
。
な
お
、
当
資
料
が
天
桂
派
の
作
法
だ
と
判
断
し
た
理
由
は
、
伝
法
儀

規

本
文
の
末
尾
の
奥
書
に
、
以
下
の
一
節
が
見
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　
　

右
者
曩
祖
正
傳
心
印
面
授
之
正
軌
也
祖
々

　
　

相
傳
来
聯
綿
不
断
享
保
九
年
甲
辰
四
月

　
　

八
日
桂
老
和
尚
在
于
大
日
本
國
畿
内
接
州

　
　

豊
島
郡
𠮷
田
邑
退
藏
峰
室
中
面
授

　
　

直
指
之
式
如
是
而
傳

　

授
者
と
し
て
天
桂
を
示
す

桂
老
和
尚

と
い
う
名
前
が
見
え
、
退
藏
峰

（
陽
松
庵
、
現
在
の
地
名
で
大
阪
府
池
田
市
吉
田
町
に
所
在
）
の
室
中
で
面

授
さ
れ
た
式
で
あ
る
と
理
解
出
来
る
。
ま
た
、
当
資
料
に
は
返
り
点
・
送
り

仮
名
な
ど
は
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
面
授
直
指
之
式

を

直
指
に

面
授
す
る
の
式

と
読
ん
で
、
天
桂
か
ら
法
嗣
で
あ
る
直
指
玄
端
（
？
〜
一

七
七
六
）
に
付
属
さ
れ
た
作
法
と
判
断
し
た
。
な
お
、
直
指
玄
端
は
、
他
に

残
さ
れ
た
資
料
で
も
、
直
指

を
も
っ
て
署
名
す
る
場
合
が
見
ら
れ（
）るこ

と
も
付
記
し
て
お
き
た
い
。

　

従
来
、
直
指
の
嗣
法
の
時
期
は
不（
）明と

さ
れ
て
き
た
が
、
当
資
料
に
よ
れ

ば
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）、
天
桂
七
七
歳
の
年
、
四
月
八
日
の
釈
尊
降
誕

会
に
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
た
様
子
が
分
か
る
。
直
指
は
天
桂
没
後
に

天
桂

和
尚
年
譜
（
以
下
、
年
譜

と
略
記
）
を
編
む
な
ど
門
弟
の
中
で
も
重
き

を
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
享
保
九
年
は
退
蔵
峰
の
天
桂
の
下
に

い
て
、
同
六
年
（
一
七
二
一
）
以
来
任
さ
れ
て
い
た
、
退
蔵
峰
の
院
事
を
務

め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
更
に
、
享
保
九
年
の

年
譜

に
は
以
下
の
よ
う

に
あ
る
。

　
　

九
年
甲
辰　

師
七
十
七
歳
仲
夏
。
因
事
出
京
師
官
衙
。
寓
止
北
野
慈
眼

寺
。
其
主
大
顚
禪
師
待
遇
敦
焉
。
秋
初
得
公
明（
）回。

　

天
桂
は
、
享
保
九
年
五
月
（
仲
夏
）
か
ら
京
都
の
官
衙
に
赴
い
た
と
あ

る
。
よ
っ
て
、
四
月
は
ま
だ
退
蔵
峰
に
い
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
つ
ま

り
、
奥
書
の
記
載
に
は
、
大
き
な
矛
盾
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
五
月

以
降
の
官
衙
に
赴
い
た
一
件
に
つ
い
て
、
志
部
氏
は

海
水
一
滴

刊
行

の
是
非
を
廻
る
問
題
で
あ
っ
た
可
能（
）性

を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
筆

者
に
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
詳
細
を
論
じ
る
知
見
を
得
て
お
ら
ず
、
志
部

氏
の
見
解
を
承
け
て
お
き
た
い
。

　

伝
法
儀
規

で
あ
る
が
、
作
法
の
次
第
（
差
定
）
と
し
て
は
、
以
下
の

よ
う
に
な
る
（
な
お
、
各
項
目
の
名
称
は
筆
者
が
仮
に
付
し
た
）。

　
　

・
準
備
（
受
者
の
威
儀
整
正
、
道
場
の
荘
厳
含
む
）



天
桂
派

伝
法
儀
規

に
つ
い
て

　
　

・
受
者
に
よ
る
諸
堂
礼
拝

　
　

・
伝
法
道
場
へ
の
入
室

　
　

・
本
師
請
拝

　
　

・
縦
継
拝

　
　

・
洒
水

　
　

・
血
脈
授
与

　
　

・
嗣
書
授
与

　
　

・
嗣
書
披
見

　
　

・
大
事
授
与

　
　

・
室
内
伝
授
物
授
与

　
　

・
新
祖
位
の
登
椅

　
　

・
師
資
礼
拝

　
　

・
退
室

　
　

・
無
住
拝

　

以
上
の
内
容
か
ら
、
当
作
法
は
い
わ
ゆ
る

伝
法
室
内（
）式

を
原
型
に
作

ら
れ
た
も
の
だ
と
理
解
で
き
る
が
、
少
し
く

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法

も

意
識
さ
れ
て
い
る
。
師
資
の
礼
拝
に
つ
い
て
、
縦
継
拝
（
奇
拝
）
は
行
わ

れ
て
い
る
が
、
横
継
拝
（
超
宗
越
格
拝
）
は
行
わ
れ
な
い
。
ま
た
、
血

脈

の
授
与
も

伝
法
室
内
式

に
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
当
作
法
で
は
条

件
付
き
で
行
わ
れ
る
。
血
脈

授
与
に
合
わ
せ
、
口
訣
に
は

吾
此
佛
戒

従
如
来
嫡
々
相

来
到
于
吾
々
今
傳
〈
某
甲
〉
汝
能
護
持

と
あ
る
た
め
、

具
体
的
な
戒
本
を
挙
げ
て
は
い
な
い
が
、
仏
戒
相
承
を
行
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
伝
戒
式

に
対
す
る
指
示
が
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　

傳
戒
之
儀
規
前
夜
行
之
或
今
夜
行
之
則
廣
畧
之
弁
事
可
拠
本
師
之
指
揮

道
場
荘
嚴
稍
在
別
宜
委
悉
于
彼
儀
焉

　

こ
こ
で
い
う
、
広
略
と
は
、
伝
戒
式
の
有
無
で
あ
ろ
う
。

　
　

前
行
傳
戒
儀
則
略
此
一
件

　

つ
ま
り
、
伝
戒
式
を
正
式
に
行
ず
る
の
で
あ
れ
ば
、
血
脈

及
び
仏
戒

の
授
与
は
行
わ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
時
は
、
嗣
書

大
事

の
み
伝
授
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
大
事

を
そ
れ
と
し
て
授
け
る

こ
と
は

伝
法
室
内
式

と
は
異
な
っ
て
い
る
。
伝
法
室
内
式

に
は

大
事

と
は
表
現
さ
れ
ず
、
秘
書

と
な
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
各
種
伝
授
物
の
授
与
後
に
、
新
祖
位
を
得
た
と
し
て
、
資
を

椅
子
に
登
ら
せ
る
。
こ
れ
は

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法

の
影
響
を
受
け
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
梵
網
経

衆
生
受
仏
戒

偈
の
読
誦
は
無
い
。

　

そ
し
て
、
伝
法
室
内
式

同
様
に
、
式
後
に
無
住
拝
を
行
じ
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
、
伝
法
室
内
式

を
原
型
に
、
三
物
授
与

を
主
た
る
目
的

と
し
た

伝
法
儀
規

と
し
て
編
ま
れ
た
こ
と
が
理
解
出
来
よ
う
。

　

伝
法
内
指
南

は
、
室
内
三
物
（
嗣
書
・
大
事
・
血
脈
）
等
の
書
写

に
関
す
る
口
訣
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
筆
者
は
未
だ
、
こ
の
口
訣
通
り
に

記
入
さ
れ
た
、
天
桂
派

三
物

を
拝
覧
す
る
機
会
を
得
て
い
な
い
た
め
、

あ
く
ま
で
も
、
こ
の
指
南
を
紹
介
す
る
の
み
に
留
め
た
い
。

　

当
指
南
か
ら
は
、
三
物

の
筆
写
の
た
め
に
、
絹
ま
た
は
梅
華
地
の
綾

を
弁
備
す
る
べ
き
だ
と
い
う
。
更
に
、
三
物

を
包
む
タ
ト
ウ
に
つ
い
て
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の
指
示
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

大
奉
書
五
枚

を
挙
げ
て
い
る
。
そ
う
な

る
と
、
五
本
の
伝
授
物
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
書
で
指
示
さ
れ
て

い
る
の
は

三
物

と

伝
法
儀
規

等
と
あ
り
、
残
る
一
本
の
書
写
物
は

不
明
で
あ
る
。

　

実
際
に
伝
法
式
・
伝
戒
式
を
行
じ
て
み
れ
ば
分
か
る
こ
と
だ
が
、
当
指
南

は
実
践
的
に

使
え
る

よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
師
か
ら
資

が

三
物

を
借
り
出
す
段
で
、
別
調
可
謄
写
之
艸
本
与
之
為
好

と
あ

る
が
、
要
す
る
に
祖
師
な
ど
の
名
前
が
書
か
れ
た
別
の

草
本
（
下
書
き
）

を
用
意
し
て
お
く
と
良
い
と
し
て
い
る
。
師
の

三
物

を
汚
さ
ず
に
済
む

と
い
え
る
。

　

そ
し
て
、
末
尾
に
は

三
物

の
一
々
、
裁
断
す
る
べ
き
絹
の
面
積
を
示

し
て
お
り
、
嗣
書

は
大
き
い
が
、
血
脈

大
事

と
徐
々
に
小
さ
く

な
る
。
な
お
、
こ
の

嗣
書

の
大
き
さ
は
、
永
平
寺
所
蔵
・
伝
道
元
将
来

嗣
書

の
大
き
さ
と
は
一
致
し
な
い
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
こ
の
大
き
さ
に

基
づ
く
天
桂
派

三
物

が
同
派
下
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
か
、
確
認
す
る
機

会
を
得
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
報
恩
儀

と
し
て
、
本
師
・
侍
者
な
ど
へ
御
礼
を
す
る
よ
う
に

示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
他
の
法
系
の
様
子
を
見
て
も
、
不
自
然
で
は
な

い
。

　

本
章
で
は
、
天
桂
派

伝
法
儀
規

と
天
桂
伝
尊
の
嗣
法
観
と
の
関
係
性

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
思
う
。

　

そ
の
前
に
、
今
回
検
討
し
て
い
る

伝
法
儀
規

は
、
享
保
九
年
の
実
施

と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
天
桂
の
主
著
と
評
さ
れ
る

正
法
眼
蔵
弁

註
（
以
下
、
弁
註

と
記
載
）
は
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
天
桂
六
五

歳
の
時
か
ら

正
法
眼
蔵

本
文
の
校
訂
を
願
い
、
享
保
一
一
年
（
一
七
二

六
）
天
桂
七
九
歳
の
時
に

正
法
眼
蔵

本
文
を
註
弁
す
る
こ
と
を
思
い
立

ち
、
同
一
四
年
の
天
桂
八
二
歳
の
時
に

弁
註

が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
た

め
、
直
指
へ
の
嗣
法
の
時
に
は

弁
註

は
ま
だ
成
立
し
て
い
な
い
。

　

た
だ
し
、
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
弁
註

成
立
以
前
か
ら
天
桂
自
身
の

立
場
が
確
立
さ
れ
て
い
た
印
象
を
得
る
し
、
ま
た
、
後
述
す
る

報
恩
編

な
ど
で
も
、
正
法
眼
蔵

各
巻
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
た
め
、
影
響
を
排

除
す
る
必
要
は
な
い
。

　

本
論
で
は
、
そ
の
見
解
が
発
せ
ら
れ
た
時
期
に
も
注
意
し
つ
つ
、
天
桂
の

嗣
法
観
、
特
に
儀
規
の
位
置
付
け
を
確
認
し
た
い
が
、
先
ん
じ
て
先
行
研
究

を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　

①
寺
院
伽
藍
の
開
山
法
を
重
視
し
、
因
院
易
師
や
伽
藍
二
物
の
相
承
を

批（
） 

判

　

②
一
師
印
証
は
不（
）易

　

③
師
資
相
承
は
自
己
・
自
心
の
究（
）明

　

こ
れ
ら
は
、
天
桂
自
身
の
伝
記
的
問
題
や
、
天
桂
自
身
も
巻
き
込
ま
れ
た

訴
訟
の
結
果
な
ど
と
相
即
し
て
お
り
、
ま
ず
生
涯
の
主
張
と
し
て
見
て
良
い

と
思
わ
れ
る
が
、
先
行
研
究
で
の
論
述
に
は

弁
註

も
広
く
引
用
さ
れ
て

い
る
た
め
、
本
論
で
は

弁
註

よ
り
前
の
文
献
で
の
検
討
を
行
っ
て
み
た

い
。



天
桂
派
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そ
こ
で
、
注
目
す
べ
き
は
、
享
保
九
年
以
前
の
成
立
と
認
め
ら
れ
る

報

恩
編

海
水
一
滴

で
あ
ろ
う
。

　

特
に
、
報
恩
編

は

天
桂
に
よ
る
卍
山
の
嗣
法
観
批（
）判

と
評
さ

れ
、
ま
た
、
海
水
一
滴

は

六
祖
壇
経

へ
の
註
釈
だ
が
、
六
祖
慧
能

自
身
の
嗣
法
や
授
戒
の
様
子
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
よ
っ
て
、
天
桂
自
身
の
儀

規
へ
の
態
度
を
確
認
可
能
だ
が
、
そ
も
そ
も
、
天
桂
は
宗
統
復
古
運
動
に
対

し
て
以
下
の
よ
う
な
評
価
を
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
　
（
元
禄
）
十
六
年
癸
未　

師
、
五
十
六
歳
〈
中
略
〉
秋
八
月
、
台
命
有

り
て
、
一
た
び
嗣
す
れ
ば
改
換
す
る
こ
と
無
し
の
條
約
降
る
。
両
本
山

三
僧
司
、
領
じ
て
海
内
に
宣
布
せ
し
む
〈
蓋
し
梅
・
卍
二
師
憂
訴
の
霊

に
因
む
也
と
云
う
〉、
師
、
固
よ
り
、
自
ら
守
り
て
流
弊
に
堕
せ
ず
と

雖
も
、
毎
に
滔
滔
と
し
て
天
下
皆
、
易
嗣
の
乱
統
の
弊
に
陥
る
を
憂
え

る
こ
と
久
し
し
。
故
に
以
て
感
戴
慶
幸
止
む
こ
と
無
し
。
然
る
に
此
の

時
に
当
た
り
て
、
或
い
は
宗
門
の
師
学
、
一
師
面
受
の
宗
旨
を
錯
会
す

る
者
、
還
た
少
な
か
ら
ず
）

（
や
。

　

天
桂
は
こ
の
時
、
阿
波
丈
六
寺
に
あ
っ
て
、
し
か
も
、
末
寺
と
の
訴
訟
に

巻
き
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
本
人
は

一
師
印
証

の
條
約

が
定
ま
っ
た
こ
と
を
素
直
に
喜
び
つ
つ
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
錯
会
す
る
も

の
が
い
る
可
能
性
を
憂
慮
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
そ
の
二
年
後
と
な
る
宝
永
元
年
（
天
桂
五
七
歳
）
の
時
に
は
、

裁
判
が
一
段
落
し
た
よ
う
で
、
師
、
元
禄
の
新
條
に
攀
て
、
伽
藍
二
物
を

重
授
し
、
以
て
牌
を
十
四
世
と
し
て
上
）

（
る

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
丈
六
寺
で

の
話
だ
が
、
天
桂
は
本
師
か
ら
の
一
師
印
証
を
、
宗
統
復
古
運
動
決
着
前
か

ら
堅
持
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
宗
統
復
古
運
動
決
着
前
で
あ
れ
ば
、
転
住
に

因
ん
で
従
来
の
嗣
法
を
捨
て
て
、
新
た
に
伽
藍
相
続
に
因
む
易
師
が
行
わ
れ

て
い
た
が
、
天
桂
は
そ
れ
を
否
定
し
、
丈
六
寺
に
つ
い
て
も
、
当
初
は

借

住

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
宗
統
復
古
運
動
の
結
果
、
最

初
の
本
師
か
ら
の
嗣
法
を
維
持
し
つ
つ
、
転
住
の
際
に
は
、
伽
藍
二
物

（
血
脈
・
大
事
）
を
受
け
れ
ば
良
く
な
っ
た
た
め
、
そ
の
方
法
に
従
っ
た
。

そ
し
て
、
丈
六
寺
の

十
四
世

と
し
て
住
持
牌
を
置
い
た
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
段
階
で
、
天
桂
は
新
た
な
伝
法
の
制
度
に
従
っ
て

い
た
こ
と
に
な
）

（
る
。

　

ま
た
、
報
恩
編

巻
上
に
収
録
さ
れ
る

参
同
契
毒
鼓

で
は
、
東
西

密
相
附

へ
の
提
唱
に
お
い
て
、
本
論
の
問
題
意
識
に
関
連
す
る
事
項
を
採

り
上
げ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
儀
規
の
内
容
に
つ
い
て
の
論
点
が
見
ら
れ
る
の

で
、
検
討
し
て
み
た
い
。

　
　

三
鼓
入
室
圍
室
重
重
、
袈
裟
を
以
て
椅
を
覆
い
、
人
を
し
て
見
せ
し
め

ず
。
曹
渓
の
青
原
に
付
す
る
も
亦
復
、
是
の
如
し
。
嫡
嫡
相
承
し
て
今

に
至
る
ま
で
断
ぜ
ざ
る
な
り
。
重
重
圍
室
、
袈
裟
を
以
て
椅
を
覆
い
、

人
を
し
て
見
せ
し
め
ざ
る
の
語
、
壇
経
に
就
い
て
言
ふ
の
み
。
諸
伝
灯

を
閲
す
る
に
、
終
に
之
を
見
ず
。
曹
溪
、
青
原
に
付
す
も
亦
復
、
是
の

如
し
と
は
、
拠
有
る
も
、
凡
そ
壇
経
に
は
訛
誤
多
く
、
此
の
一
二
に
止

ま
ら
ず
。
後
人
の
妄
添
、
間
又
之
れ
有
り
。
老
僧
、
之
を
慊
む
こ
と
茲

年
有
り
。
諸
本
を
挍
讐
す
る
に
、
未
だ
好
本
を
得
ず
。
假
使
、
人
を
し

て
見
さ
し
め
ざ
る
も
、
蓋
し
是
れ
其
の
要
と
爲
す
る
所
に
非
）

（
ず
。

　

こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る

伝
法
儀
規

の
内
容
に
関
す
る
説
示
だ
と
言
え



愛
知
学
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教
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部
紀
要　

第

巻
第

号

る
。
こ
こ
で
は
五
祖
弘
忍
が
六
祖
に
対
し
て
付
法
す
る
際
に
、
六
祖
を
招
き

入
れ
て
か
ら
、
五
祖
は
自
ら
の
袈
裟
を
も
っ
て
覆
い
、
そ
の
付
法
の
実
態
を

他
人
に
見
せ
な
か
っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
天
桂
は
そ
も
そ
も
の

六
祖
壇
経

の
本
文
自
体
に
、
信
用
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
と
し
、
こ
の

一
事
は
他
の

伝
灯
（
い
わ
ゆ
る
禅
宗
史
伝
）
で
確
認
で
き
な
い
と
し

た
。
た
だ
し
一
方
で
、
覆
っ
て
隠
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
こ
の
一
事

の
要
点
と
は
し
な
い
と
判
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
天
桂
は

六
祖
壇

経

の
良
本
を
得
て
、
同
書
の
校
訂
を
し
た
い
と
願
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、

海
水
一
滴

で
は
こ
の
一
事
を
示
す

三
鼓
に
室
に
入
れ
し
め
、
祖
、
袈

裟
を
以
て
遮
圍
し
て
人
を
し
て
見
せ
し
め
ず

の
一
節
に
対
し
、
以
下
の
よ

う
に
提
唱
し
て
い
る
。

　
　

祖
師
、
袈
裟
を
以
て
遮
圍
し
て
人
を
し
て
見
せ
し
め
ざ
る
者
は
、
但
、

斯
れ
害
を
避
く
る
の
一
端
な
る
の
み
。
無
慮
、
徒
衆
の
機
嫌
を
守
が
故

に
、
是
の
如
し
。
誠
に
人
の
爲
め
に
す
る
こ
と
な
）

（
り
。

　

袈
裟
で
覆
う
一
事
に
つ
い
て
は
、
五
祖
が
害
を
避
け
よ
う
と
し
た
た
め
だ

と
し
、
全
て
は
他
の
大
衆
の
機
嫌
を
守
る
た
め
で
あ
る
と
評
し
た
。
そ
の
た

め
で
あ
ろ
う
か
、
今
回
紹
介
し
て
い
る
天
桂
派

伝
法
儀
規

で
も
、
道

場
之
荘
厳
先
四
壁
掛
紅
縵

と
四
方
の
壁
に
は

紅
縵

が
掛
け
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
と
り
わ
け
秘
事
と
し
て
の
扱
い
を
し
て
い
る
わ
け

で
も
な
い
。
こ
の
儀
規
と
秘
事
の
関
係
に
つ
い
て
、
天
桂
が

参
同
契
毒

鼓

で
用
い
た

人
天
面
前

の
語
句
に
注
目
し
た
い
。

　
　

或
は
曰
く
、
若
し
人
天
知
ら
ざ
る
が
故
に
密
と
曰
と
言
と
き
は
、
則
ち

理
密
、
稍
や
義
有
る
に
似
た
り
。
如
し
祇
だ
、
人
天
面
前
直
下
相
付
と

言
と
き
は
、
則
ち
事
豈
に
密
な
る
こ
と
を
得
ん
や
と
。
是
れ
則
ち
多
子

塔
前
を
事
密
と
爲
し
、
拈
華
微
笑
を
理
密
と
爲
に
似
）

（
り
。

　

議
論
と
し
て
、
釈
尊
―
摩
訶
迦
葉
の
伝
法
と
し
て

多
子
塔
前

と

拈

華
微
笑

の
二
話
に
つ
い
て
、
天
桂
は
圜
悟
克
勤
の

二
重
公
）

（
案

を
引
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
事
理
と
し
て
検
討
を
続
け
る
が
、
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
儀

礼
に
お
け
る

人
天
面
前

と

秘
密
（
秘
事
）
と
が
主
題
化
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
な
お
、
天
桂
は
そ
の
際
、
道
元

正
法
眼
蔵

密
語

巻
を
引

い
て
、
密

は
秘
密
で
は
な
く

親
密

の
意
味
で
把
握
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
儀
規
に
つ
い
て
も
、
そ
の
秘
匿
性
に
つ
い
て
は
疑
問
視
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。

　
　

或
は
曰
く
、
若
し
事
、
密
な
ら
ざ
る
と
き
は
、
則
ち
理
事
矛
盾
し
て
而

も
一
如
な
ら
ず
や
。
必
せ
り
。
而
も
師
資
相
承
も
亦
何
ぞ
曾
て
一
如
な

ら
ん
。
然
る
と
き
は
則
ち
授
受
の
間
舛
誤
無
き
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。

知
ら
ず
、
歴
代
一
千
七
百
の
宗
師
の
嗣
法
、
人
天
面
前
直
下
相
付
し
て

曾
て
覆
藏
せ
ざ
る
は
、
咸
な
授
受
の
間
舛
誤
有
る
や
、
此
の
義
、
若

何
。（
報
恩
編

巻
上
・
九
丁
表
）

　

そ
こ
で
、
事
が
密
で
は
な
い
と
き
は
、
理
事
矛
盾
す
る
と
い
う
が
、
こ
こ

で
は
、
禅
宗
一
千
七
百
の
宗
師
の
嗣
法
が
、
人
天
面
前
し
て
直
下
相
付
す
る

も
の
で
、
覆
蔵
し
て
い
な
い
と
い
う
見
解
を
用
い
、
以
下
の
結
論
に
到
っ
て

い
る
。

　
　

世
尊
、
昔
日
、
若
し
理
事
を
分
て
以
て
兩
重
に
付
せ
ば
、
則
ち
事
と
理

と
自
ら
是
れ
隔
別
す
。
然
も
拈
華
會
上
・
多
子
塔
前
、
共
に
八
萬
衆
前

現
成
底
の
事
、
借
問
す
事
理
祕
密
何
れ
に
在
ら
ん
）

（
か
。
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結
局
は
、
釈
尊
―
摩
訶
迦
葉
の
伝
法
に
つ
い
て
、
と
も
に
八
万
の
衆
生
が

現
成
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
事
理
秘
密
と
い
っ
た
区
分
が
ど
こ
に
発
生
し

て
い
る
の
か
、
と
問
い
糺
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
伝
法
儀
規
の
秘
匿
性
に
つ

い
て
は
、
批
判
的
だ
っ
た
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
も
う
一
点
、
儀
規
と
い
う
点
か
ら
は
、
正
法
眼
蔵

嗣
書

巻

へ
の
評
価
が
参
照
さ
れ
る
。

　
　

因
み
に
、
咨
嗟
の
正
法
眼
藏
嗣
書
篇
に
合
血
の
事
有
り
。
決
し
て
後
人

の
妄
添
な
る
こ
と
を
。
古
佛
、
豈
に
恁
麼
の
怪
説
有
ら
ん
や
。
縱
ひ
古

佛
の
眞
筆
な
る
も
、
老
僧
、
全
く
肯
わ
ず
。
況
ん
や
轉
寫
し
來
れ
る
も

の
を
）

（
や
。

　

こ
れ
は
、
正
法
眼
蔵

嗣
書

巻
に
お
け
る

嗣
書

調
忍
法
に
関
わ

る

合
血

に
つ
い
て
、
天
桂
が
完
全
否
定
し
た
一
節
と
し
て
知
ら
れ
る
。

な
お
、
道
元
の
真
筆
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
肯
わ
な
い
と
い
う
徹
底
ぶ
り
な

の
だ
が
、
こ
れ
を
受
け
た
も
の
か

伝
法
内
指
南

で
は

合
血

を
入
れ

て
い
な
い
。
報
恩
編

で
は
、
更
に
以
下
の
主
張
が
見
ら
れ
る
。

　
　

或
が
言
く
、
天
童
淨
老
の
所
付
の
嗣
書
及
び
明
全
和
尚
所
傳
の
血
脈
、

現
今
永
平
室
内
に
鎭
し
て
從
來
の
法
寶
と
爲
と
。
固
よ
り
夫
永
平
古
佛

淨
翁
の
室
に
入
て
授
受
底
の
標
式
有
る
、
皆
是
表
信
の
化
儀
に
し
て
、

而
も
眼
横
鼻
直
を
認
得
す
る
に
至
る
者
は
、
入
室
已
前
も
亦
只
是
の
如

し
。
入
室
已
後
も
亦
只
是
の
如
し
。
一
絲
の
寸
毫
移
易
有
る
こ
と

無
）

（
し
。

　

既
に
先
行
研
）

（
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の

或
が
言

く

は
卍
山
道
白

洞
門
衣
袽
集

の
文
を
指
し
て
い
る
が
、
天
桂
は
天
童

如
浄
や
仏
樹
房
明
全
が
道
元
に
授
け
た
と
さ
れ
る
、
嗣
書

や

血
脈

の
授
受
を

表
信
の
化
儀

と
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
天
桂
の
見
解
は
、

後
に
午
庵
道
鏞
に
よ
っ
て
訴
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
際
、
天
桂
が
道
元
の
家

訓
に
違
反
し
た
と
指
弾
さ
れ
た
の
だ
が
、
今
回
、
天
桂
派

伝
法
儀
規

が

存
在
し
た
こ
と
を
思
う
と
、
や
は
り
天
桂
派
が
い
う
よ
う
に
縦
し
ん
ば
卍
山

の
見
解
へ
の
批
判
は
し
て
い
た
と
し
て
も
、
嗣
書

血
脈

の
否
定
は
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。

　

そ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
以
下
の
一
節
も
、
ま
た
別
様
に
見
え
て
く
る
。

　
　

然
も
亦
正
法
眼
藏
の
中
、
或
は
嗣
書
或
は
傳
衣
、
之
を
尊
重
し
之
を
珍

敬
す
る
苦
口
丁
嚀
の
慈
誨
有
る
は
、
是
れ
不
信
根
の
人
の
爲
に
且
く
啼

を
止
め
る
の
黄
葉
に
し
て
而
も
佛
法
正
傳
の
由
て
來
る
所
、
有
る
こ
と

を
知
ら
し
め
る
の
み
。
其
の
中
句
句
言
言
、
祖
師
の
活
眼
睛
有
り
。
宜

し
く
遊
魂
を
招
て
其
に
之
を
照
鑒
す
べ
）

（
し
。

　

こ
ち
ら
も
ま
た
、
正
法
眼
蔵

の
中
の

嗣
書

伝
衣

両
巻
に
つ
い

て
、
止
啼
の
方
便
で
あ
る
か
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
、
佛

法
正
傳
の
由
て
來
る
所
、
有
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
の
み

と
あ
り
、
ま

た
、
其
の
中
句
句
言
言
、
祖
師
の
活
眼
睛
有
り

と
も
あ
る
た
め
、
安
直

な
理
解
を
す
る
こ
と
を
諫
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
も
、
自
ら
の
弟

子
に
対
し
て
は
伝
法
儀
規
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
三
物
を
伝
与
し
て

い
た
と
す
れ
ば
、
単
純
な
方
便
と
の
み
評
価
し
、
切
り
捨
て
る
よ
う
な
理
解

は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
天
桂
自
身
が
考
え
る
、
仏
祖
正
伝

と
い
う
表

現
を
、
現
代
で
こ
そ
、
正
確
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
例
え
ば
、
天
桂
派

伝
法
儀
規

の
巻
末
に
は
、
右
者
曩
祖
正
傳
心
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印
面
授
之
正
軌
也
祖
々
相
傳
来
聯
綿
不
断

と
い
う
字
句
が
見
ら
れ
る
。
こ

こ
か
ら
は
、
儀
規
そ
の
も
の
を
も
面
授
し
て
き
た
と
い
う
評
価
が
明
ら
か
に

見
て
取
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
従
来
の
よ
う
な
嗣
法
論
の
論
じ
方
に
つ
い
て
、
儀
規
中
心
か
、

内
容
中
心
か
、
と
い
っ
た
よ
う
な
、
分
か
り
や
す
い
区
分
を
元
に
、
祖
師
の

思
想
を
評
す
る
状
況
で
は
な
い
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

本
論
は
、
天
桂
派
に
相
伝
さ
れ
て
い
た

伝
法
儀
規

作
法
書
の
内
容
を

踏
ま
え
、
改
め
て
天
桂
の
伝
法
観
や
儀
規
観
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
向
後
の
課
題
は
複
数
存
在
し
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
伝
法
儀
規

作
法
書
の
類
書
の
発
見
が
必
要
で
あ
る
。
今
回

は
、
直
指
玄
端
門
下
の
相
伝
資
料
を
用
い
て
研
究
し
た
が
、
直
指
自
身
は
三

一
人
存
在
し
た
と
さ
れ
る
天
桂
の
法
嗣
の
、
一
五
番
目
の
弟
子
で
あ
）

（
る
。
後

年
は
明
ら
か
に
天
桂
の
膝
下
に
あ
っ
て
、
そ
の
薫
陶
を
受
け
て
お
り
、
だ
か

ら
こ
そ
、
天
桂
和
尚
年
譜

ま
で
編
ん
だ
重
要
な
弟
子
で
は
あ
る
が
、
特

に
伝
法
作
法
と
い
う
点
で
は
、
他
の
弟
子
に
も
同
様
に
行
わ
れ
て
い
な
く
て

は
、
話
と
し
て
通
じ
な
い
。
よ
っ
て
、
天
桂
派
の
他
の
系
統
に
お
け
る

伝

法
儀
規

の
発
見
、
研
究
を
要
す
る
。

　

ま
た
、
伝
法
儀
規

自
体
の
評
価
に
つ
い
て
も
、
今
回
の
研
究
の
み
で

決
す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
本
論
で
も
採
り
上
げ
た
先
行

研
究
が
示
す
通
り
、
天
桂
は
そ
の
見
解
や
刊
行
物
が
裁
判
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
伝
法
作
法
へ
の
評
価
ま
で
も
含
む
。
そ
れ
を
思
う
時
、
天

桂
自
身
を
守
る
た
め
に
、
法
孫
が
自
分
達
も
儀
規
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を

示
す
た
め
の
、
作
法
書
が
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
残
る
。

　

今
回
、
少
な
く
と
も

天
桂
和
尚
年
譜

報
恩
編

海
水
一
滴

の
検

討
を
通
し
て
、
天
桂
自
身
に
伝
法
儀
規
の
伝
承
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
矛
盾

で
は
な
い
こ
と
を
示
し
た
が
、
こ
れ
を
確
定
さ
せ
る
に
は
、
ま
だ
検
討
す
る

べ
き
課
題
が
あ
る
た
め
、
今
後
の
解
明
を
期
し
た
い
。

（

）  

志
部
二
〇
二
〇
、
七
五
頁
参
照

（

）  

志
部
二
〇
二
〇
、
七
四
頁

（

）  

年
譜
、
僧
伝
集
成

六
〇
一
頁

（

）  

志
部
二
〇
二
〇
、
二
八
頁

（

）  

伝
法
室
内
式

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法

教
授
戒
文

の
三
書
に
つ
い
て

は
、
洞
上
室
内
儀
軌
（
全
三
冊
）
を
参
照
し
た
。

（

）  

志
部
二
〇
二
〇
、
四
六
四
〜
四
七
四
頁

（

）  

志
部
二
〇
二
〇
、
四
七
一
頁

（

）  

志
部
二
〇
二
〇
、
五
〇
六
頁

（

）  

志
部
二
〇
二
〇
、
五
一
〇
頁

（

）  

年
譜
、
僧
伝
集
成

五
九
七
頁
下
段
〜
五
九
八
頁
上
段

（

）  

年
譜
、
僧
伝
集
成

五
九
八
頁
上
段

（

）  

志
部
二
〇
二
〇
、
四
六
八
〜
四
七
〇
頁
も
参
照
し
た
。
志
部
氏
は
陽
松
庵
に
所

蔵
さ
れ
て
い
た
関
係
文
書
の
解
析
に
よ
っ
て
、
こ
の
一
件
の
詳
細
を
論
じ
て
い

る
。
最
終
的
な
帰
結
は
、
年
譜

と
同
じ
で
あ
る
。

（

）  
報
恩
編

巻
上
・
五
丁
裏
〜
六
丁
表
、
原
典
に
従
っ
て
訓
読
（
以
下
、
同
様
）
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（

）  

海
水
一
滴

巻
一
・
三
〇
丁
裏
〜
三
一
丁
表

（

）  

報
恩
編

巻
上
・
七
丁
表

（

）  

典
拠
は

圜
悟
録

巻
一
六
（
大
正
蔵

巻
四
七
・
七
八
六
ｃ
）
ま
た
は

圜
悟
心
要
（
卍
続
蔵

巻
六
九
・
四
五
七
ｂ
）
か
。

（

）  
報
恩
編

巻
上
・
九
丁
表
〜
裏

（

）  
報
恩
編

巻
上
・
一
一
丁
表

（

）  

報
恩
編

巻
上
一
一
丁
表
〜
裏

（

）  

志
部
二
〇
二
〇
、
五
五
〇
〜
五
五
一
頁

（

）  

報
恩
編

巻
上
・
一
二
丁
裏

（

）  

退
藏
峯
天
桂
禪
師
石
墳
碑
文
、
僧
伝
集
成

六
〇
五
頁
下
段

・
天
桂
伝
尊

報
恩
編

全
三
巻
、
浅
野
彌
兵
衞
等
・
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）

・
天
桂
伝
尊

海
水
一
滴

全
五
巻
、
具
足
屋
八
右
衞
門
・
享
保
一
〇
年
（
一
七
二

五
）

・
天
桂
派

伝
法
儀
規

全
一
巻
、
写
本

・
曹
洞
宗
務
院
蔵
版

洞
上
室
内
儀
軌
（
全
三
冊
）
発
行
年
次
不
明
で
は
あ
る
が
、

曹
洞
宗
僧
侶
傳
法
令

成
立
後
の
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
以
降
と
推
定
さ
れ

る
。

・
大
正
新
修
大
蔵
経

を
引
用
し
た
。
引
用
時
は

大
正
蔵

と
略
記
し
、
巻
数
・

頁
数
・
段
名
の
み
で
略
記
し
た
。

・
大
日
本
続
蔵
経

を
引
用
し
た
。
引
用
時
は

卍
続
蔵

と
略
記
し
、
巻
数
・
頁

数
・
段
名
の
み
で
略
記
し
た
。

・
曹
洞
宗
出
版
部
編

曹
洞
宗
近
世
僧
伝
集
成

曹
洞
宗
宗
務
庁
・
一
九
八
六
年
、
引

用
時
は

僧
伝
集
成

と
略
記
し
た
。

・
鏡
島
元
隆

道
元
禅
師
と
そ
の
門
流

誠
信
書
房
・
一
九
六
一
年

・
曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
編

道
元
思
想
の
あ
ゆ
み
（
三
）
吉
川
弘
文
館
・
一
九
九
三

年
・
志
部
憲
一

天
桂
伝
尊
の
研
究

大
蔵
出
版
・
二
〇
二
〇
年



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

号

※
凡
例

・
当
資
料
は
、
筆
者
所
持
の
写
本
・
天
桂
派

伝
法
儀
規

を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ

る
。
解
題
は
本
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

・
全
体
は
一
巻
の
巻
子
状
で
あ
る
。

・
翻
刻
時
の
行
数
・
字
数
な
ど
は
原
典
に
従
っ
た
。〈　

〉
は
割
注
で
あ
る
。

・
漢
字
の
字
体
は
概
ね
原
典
に
従
っ
た
。

・
踊
り
字
は
原
文
の
通
り
に
反
映
さ
せ
た
。

傳

儀
䂓

大
都
傳

之
人
當
日
預
沐
浴
清

淨
著
新
淨
衣
是
尊
重
大

之
表

準
也
當
日
放
参
前
焼
香
侍
者
蒙

堂
頭
和
尚
之
尊
命
就
于
室
中
可

荘
嚴
道
塲
〈
傳
戒
之
儀
規
前
夜
行
之
或
今
夜
行
之
則
廣
畧
之
弁
事
可
拠
本
師

之
指
揮
道
場
荘
嚴
稍
在
別
宜
委
悉
于
彼
儀
焉
〉
道
場
之
荘
厳
先

四
壁
掛
紅
縵
當
堂

之
正
中
設

高
椅
〈
椅
向
南
也
〉
装

被
椅
上
蓋
寶
蓋

椅
子
前
設
高
卓
一
隻
此
卓
蓋

子
卓
上

邉
立
花
瓶

挿
松
枝

〈
是
用
根
松
也
〉
右
邉
燈
燭
中
央
置
法
脉
〈
三
物
同
堂

置
小
袱
子
〉
洒
淨
器
〈
洒
淨
枝
用
松
枝
〉
香
爐
續
松

〈
續
松
数
九
本
長
九
寸
大
如
緑
豆
大
〉
設
展
拜
席
前
卓
之
東

邉
横
設
小
卓
一
隻
覆
卓
衣
卓
上

置
眠
傳

衣
白
拂
法
鉢
莊
嚴
最

可
愍
懃
鄭
重
已
打
調
畢
散
香
洒

水
可
淨
道
場
是
侍
者
之
用
心
也

傳

之
夜
初
更
後
資
具
威
儀
到

侍
者
寮
聴
密
示
退
梢
竢
三
鼓
時

至
三
更
初
侍
者
啓
和
尚
打
鼓
三

下
資
侖
焼
香
礼
拜
于
諸
堂
謂
佛

殿
祠
堂

堂
山
門
經
藏
乃
至
祖

堂
等
也
此
際
本
師
先
入
室
中
暫

依
椅
待
侍
者
報
来
師
乃
出
室
迎

揖
引
師
入
室
侍
者
遥
止
于
室
外

師
侖
上
椅
子
結
跏
趺
坐
資
進
前

到
正
面
両
手
拈
香

寳
炉
退
一

歩
深
問
訊
展
坐
具
〈
大
展
也
〉

九
拜
師
合
掌
受
拜
拜
了
収
具
進

一
歩
曲
躬
叉
手
曰
〈
某
甲
〉
伏
望
拜

請
佛
祖
命
脉
欲
得
新
祖
位
和
尚

大
慈
大
悲
哀
愍
聴
許
〈
如
是
三
唱
或
一
唱
〉
師

時
良
久
黙
許
乃
下
椅
立
時
資
右

轉
身
轉
位
拜
席
之
西
邉
面
東
師

轉
身
従
卓
東
邉
轉
位
拜
席
之
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東
邉
面
西
師
資
相
揖
共
展
坐
具

上
端
相
交
重
展
〈
帀
坐
具
上
資
坐
具
下
〉
資
即
三

拜
師
低
頭
受
不
答
拜
々
了
具
上

長
跪
師
取
洒
水
器
薫
香
仰

掌

安
之
以
洒
淨
枝
先

自
頂
三
返

次

資
頂
三
返
次

右
邉
次

邉
〈
洒
淨
之
法
有
口
傳
〉
資
合
掌
低
頭
受

頂
畢
三
拜
長
跪
本
師
時
取
血

脉
拈
曰

吾
此
佛
戒
従
如
来
嫡
々
相

来

到
于
吾
々
今
傳
〈
某
甲
〉
汝
能
護
持

尽
来
未
除
莫
令
断
絶
即
度
與
資

々
受
之
収
胸
襟
而
三
拜
師
合
掌

而
受
〈
前
行
傳
戒
儀
則
略
此
一
件
〉
次
取
嗣
書
薫
香

當
面
拈
出

曰
吾
有
正

眼
藏

涅
槃
妙
心
従
如
来
嫡
々
相

来

到
吾
々
今
付

弟
子
〈
某
甲
〉
汝
能

護
持
尽
未
来
際
莫
令
佛
祖
種
子

断
絶
即
開
展
嗣
書
師
之

臂
上

右
手
燃
續
松
擧
之
令
資
見
師
資

相

禮
一
拜
合
掌
曲
身
見
之
即

師
滅
松

了
移
嗣
書
令
荷
擔
資

之

臂
上
〈
開
展
授
與
法
有
口
傳
〉
少

轉
身

収
疂
而
藏
胸
襟
而
三
拜
師
合
掌

受
也
次
拈
大
事
曰
唯
此
大
事
諸

佛
諸
祖
單
傳
微
妙
之

門
也
吾

今
付
〈
某
甲
〉
汝
能
護
持
尽
未
来
際

莫
令
断
絶
資
受
之
収
胸
襟
三
拜

師
受
之
次
拈

衣

鉢
白
拂
授

與
之
資
一
々
頂
戴
〈
室
之
西
北
隅
預
設
小
卓
受
子
可
安
之
〉

畢
三
拜
師
末
后
答
一
拜
共
収
坐

具
立
時
師
示
曰
既
登
新
祖
位
畢

須
着
椅
子
次

轉
身
到
椅
前
向

椅
問
訊
右
轉
身
向
師
問
訊
即
上

椅
端
坐
師
進
正
面
焼
香
展
具
三

拜
〈
帀
拜
資

有
口
訣
〉
此
時
資
合
掌
而
受
師

拜
然
後
下
椅
子
轉
身
右
邉
趣
拜

席
之
西
邉
師
右
轉
身
立
拜
席
東

邉
師
資
相
向
揖
出
室
資
随
師
後

上
方
𠀋
礼
謝
三
拜
次
翌
日
早
晨

上
方
𠀋
行
無
住
拜
〈
無
住
拜
者
無
数
量
拜
也
〉
受
師

命
則
住
収
具
問
訊
而
退

　

右
者
曩
祖
正
傳
心
印
面
授
之
正
軌
也
祖
々

　

相
傳
来
聯
綿
不
断
享
保
九
年
甲
辰
四
月

　

八
日
桂
老
和
尚
在
于
大
日
本
國
畿
内
接
州

　

豊
島
郡
𠮷
田
邑
退
藏
峰
室
中
面
授



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

号

　

直
指
之
式
如
是
而
傳

　
　

傳

内
指
南

傳
法
之
人
得
本
師
密
許
則
須
辨
絹
〈
或
嗣
書
地
也
用

梅
花
綾
可
任
小
師
之
意
〉
一
𠀋
二
尺
五
寸
大
奉
書
五
枚
〈
三
脉
之
包
紙
也
〉

名
香
数
片
朱
墨
等
之
物
色
而
後
沐
浴
清

浄
具
威
儀
上
方
𠀋
拜
請
本
師
之
三
物
〈
別
調
可
謄

写
之
艸
本
与
之
為
好
〉
傳
法
儀
軌
等
〈
別
有
傳
戒
儀
軌
同
時
行
廣
儀
則
可
拜

写
随
略
時
則
異
日
拜
写
亦
可
也
〉
可
拜
写
之
如
三
物
子
長

短
尺
数
宜
受
師
命
裁
截
焉
書
写
之
法

須
具
威
儀
挿
綏
香
於
卓
上
如
法
整
嚴

而
進
傍
観
莫
訛
一
時
莫
略
一
劃
書
體
朱
引

要
得
其
喋
既
如
本
書
打
調
了
應
啓
侍
者

而
上
呈
方
𠀋
至
年
月
日
師
資
之
各
印
等
則

本
師
自
可
打
調
矣
當
夜
傳
法
儀
軌
畢

通
復
侍
者
有
報
恩
儀
之
式
睹

報
恩
儀

可
書
須
随
豊
倹
翌
日
午
齋
供
養
本
師

〈
侍
者
光
伴
〉
謂
謝
齋
時
到
前
請
上
香
三
拜

供
養
了
又
礼
三
拜
也
如
上
事
委
悉
須
知
焉

　
　
　
　

嗣
法
小
師
〈
某
甲
〉
謹
拜
写

裁
絹
口
傳　

嗣
書
七
尺　

血
脉
三
尺
二
寸

大
事
二
尺
三
寸　

但
シ
都
鯨
尺
也


